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1. ⾃転⾞を取り巻く社会の状況

尾道に整備された⾃転⾞拠点 ONOMICHI U2⽬標1 ⾃転⾞交通の役割拡⼤による良好な都市環境の形成

⽬標2 サイクルスポーツの振興等による活⼒ある健康⻑寿社会の実現

⽬標3 サイクルツーリズムの推進による観光⽴国の実現

⽬標4 ⾃転⾞事故のない安全で安⼼な社会の実現

目標3において、サイクルツーリズムが重要な柱として位置
づけられていることが確認できる。サイクルツーリズムと言っ
ても様々であり、世界のトップアスリートによる自転車競技大
会の誘致から市民レベルで地域を自転車でゆったりと巡って地
域の風土や食を楽しむ体験型のものまで様々であり、国として
は、その幅広いサイクルツーリズムに可能性を見出しており、
ナショナルサイクリングルートの構築やサイクルイベントの開
催、官民様々な関係者の連携による走行環境の改善、サイクリ
ストの受入環境整備、サイクリングルート沿線の魅力づくりに
取り組むこととしている。

国や地域の動向

地域振興の手段として、近年自転車やサイクリングの活用が
注目を集めています。国内では、本州と四国の間をつなぐ「しま
なみ海道」が国内外の観光客から人気を集め、近年ではサイクリ
ングの拠点も整備されている。また、滋賀県でも、2015年から
琵琶湖一周サイクリング（ビワイチと呼称される）の環境が整え
られ、琵琶湖一周者数は年々増加傾向にある。
こうした動きに呼応して、国も政策的に自転車の活用を推進し

ている。2017年には自転車活用推進法が施行され、翌年には自
転車活用推進計画が閣議決定されている。さらに2021年には持
続可能な社会の実現に向けた自転車の活用の推進を一層図るため、
第2次自転車活用推進計画が策定されている。第2次自転車活用
推進計画では、4つの目標が掲げられている。
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▲ナショナルサイクルルート（画像出典元：国⼟交通省HP）

観点 指定要件

ルート設
定

サイクルツーリズムの推進に資する魅⼒的で安全なルート
であること

⾛⾏環境 誰もが安全・快適に⾛⾏できる環境を備えていること

誰もが迷わず安⼼して⾛⾏できる環境を備えていること

受⼊環境 多様な交通⼿段に対応したゲートウェイが整備されている
こと

いつでも休憩できる環境を備えていること

ルート沿いに⾃転⾞を運搬しながら移動可能な環境を備え
ていること

サイクリストが安⼼して宿泊可能な環境を備えていること

地域の魅⼒を満喫でき、地域振興にも寄与する環境を備え
ていること

⾃転⾞のトラブルに対応できる環境を備えていること

緊急時のサポートが得られる環境を備えていること

情報発信 誰もがどこでも容易に情報が得られる環境を備えているこ
と

取組体制 官⺠連携によるサイクリング環境の⽔準維持等に必要な取
組体制が確⽴されていること

国によるナショナルサイクルルートの指定

国は、ルート設定や走行環境、受け入れ環境、情報発信、取組体
制の観点から条件を満たすサイクルルートを「ナショナルサイクル
ルート」として指定している。2024年1月現在、6ルートが指定さ
れている。
  もちろん、地域によって地理的な条件や受入体制、あるいはサイ
クリングに対する意識の違いはあるものの、上記のような条件は、
サイクリングを活用した地域振興を目指すにあたっては、ある程度
普遍性を持つものと考えられる。野田市の江戸川サイクリングロー
ドの活用にあたっても、下記の要件と現状とのギャップを理解して
おくことは重要である。
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▲アプリ「TABI RIN」

全国のサイクリングロード・ルート

国が指定したナショナルサイクリングルートだけでなく、全
国には様々な規模・特徴を持ったサイクリングルートが存在す
る。こうした全国の情報を集めたサイト・アプリが、大手都市
計画コンサルタントであるパシフィックコンサルタント株式会
社によって運営されている「TABI RIN」である。2024年2月
現在、896コースものサイクリングルートが掲載されており、
充実したポータルサイトとなっている。
レベルや都道府県、距離、獲得標高、カテゴリ（ビュース

ポットや道の駅、温泉、グルメ等が指定可能）といった様々な
条件から利用者に適したサイクリングルートを提供している。

TABI RINで野田市周辺のサイクリングロード・ルートを検
索すると、江戸川～利根川サイクリングロードが登録されてい
る。また、埼玉県側は様々な規模・特徴を持ったサイクリング
ロード・ルートが登録されていることが分かるが、野田市内や
茨城県側はその数が乏しい。

なお、公的機関が発行するオフィシャルコース・マップの掲
載料は無料となっている。将来的に野田市においても、多様な
サイクリングルートを構築し、TABi RINに掲載すると良いの
ではないか。
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TABI RINに掲載されている野⽥市周辺のサイクリングロード・ルートの例

▲レンタサイクルで庄和を満喫するルート

▲道の駅アグリパークゆめずきとと七福神を巡るルート ▲⼀般県道古河岩井⾃転⾞道線（利根渡良瀬⾃転⾞道

▲権現堂・栗橋・鷲宮堪能ルート

画像： https://tabi-rin.comより引⽤
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2. 野⽥市のサイクリングロードの現状と課題

⾏政計画におけるサイクリングロードの位置付け

野田市総合計画では、6つの基本目標が掲げられている。そ
のうち、サイクリングロードや自転車に関する言及として、基
本目標3「豊かな心と個性を育む都市」の基本方針2「生涯学
習や郷土愛を育む学習の推進」において、生涯スポーツの推進
としてサイクリングロードの整備が示されている。基本目標4
「安全で利便性の高い快適な都市」の基本方針2「安全で快適
な都市基盤の整備」では、駅周辺の放置自転車を問題とし、鉄
道駅周辺への駐輪場等整備が記されているほか、歩道・自転車
通行帯等の整備も主な事業とされている。基本目標6「活力と
にぎわいに満ちた都市」の基本方針2「観光・イベントの振
興」では、サイクリングロードの整備や江戸川舟運の推進が地
域資源を活用した交流人口の拡大を目指す事業として位置付け
られている。

都市計画マスタープランでは、将来都市構造を「～人のつな
がりがまちを変える～みんなでつくる学びと笑顔あふれるコウ
ノトリも住めるまち」とし、6つの基本目標を掲げる。将来都
市構造では、河川敷は緑地レクリエーションゾーンと位置付け
られ、安らぎの街と風景づくりを目指す上では水辺空間や河川
沿いの緑地を大きな骨格とすることが記されている。

健康スポーツ⽂化都市宣⾔

野田市は2023年に「夢のある住みよいまち」「元気で明る
い家庭を築けるまち」を目指し、4月1日に「健康スポーツ文
化都市」を宣言した。宣言文は、

1 健康への関心を持ち、スポーツに親しみ、豊かな心とからだ
をつくります。

1 郷土の歴史や伝統を学び、恵まれた文化や豊かな自然に誇り
を持ち、次世代に繋いでいきます。

1 健康を維持し、スポーツや文化活動を通じて、人間力の向上
を図り、人づくり、まちづくりに繋げ、明るく生き生きとし
た地域の輪を広げます。

となっており、サイクリングロードや自転車の活用は上記の宣
言と意識を一致させるものである。サイクリングロードや自転
車の活用は、野田市外から訪れる来訪者向けのものだけでなく、
野田市民にとっても重要な意味を持つことが確認できる。

なお、国が定めた自転車活用推進法では、都道府県・市町村
は国の推進計画を勘案して地域の実情に応じた自転車の活用の
推進に関する施策を定めた計画の策定を務めるよう記されてい
るが、野田市は2024年1月現在、策定に至っていない。本提
言書を契機として、野田市においても自転車活用推進計画の策
定が期待される。
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野⽥市のサイクリングロードから臨む景観の特徴

野田市はその一周ができるようにサイクリングロードが整備
されている。ここでは、特に江戸川サイクリングロードの中で
も清水公園から関宿城までの区間に絞って、その特徴を見る。
清水公園周辺は東武鉄道の開発による戸建て住宅が建ち並ぶ

住宅街だが、江戸川サイクリングロードを自転車で少し北上し
ていくと、住宅は少なくなる。左手には広大な河川敷空間と流
域面積の広い江戸川が広がり、右手には田畑が作り出す農村景
観が広がる。河川敷の一部はグラウンドになっており、週末に
なると小学生から大人まで様々な市民がスポーツを楽しむ様子
を見ることができる。冬の空気が澄んだ天気が良い日には、富
士山を望むこともできる。
さらに北上すると、左手には関宿滑空場を見ることができる。

大学サークルやスポーツ愛好家が利用しており、特徴のある飛
行機を見ることができる。
関宿地区のサイクリングロードは川との距離がやや遠くなり、

川を認識することが難しい箇所がしばらく続き、やがて遠方に
関宿城が確認できるようになる。
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江⼾川サイクリングロードから⾒る⽥園⾵景
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江⼾川サイクリングロードから⽇光⽅⾯を臨む
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野⽥市のサイクリングロード⾃体の状況

①注意喚起する看板等が不十分である
道幅が狭くなる部分で、事前の伝達や速度低下の呼びかけな

ど、危険回避のための案内板が少ないため、安全なサイクリン
グ環境が整っているとは言い難い状況がある。

②幅員の狭さ
江戸川サイクリングロードの幅員は必ずしも十分であるとは

言い難く、最も狭い箇所は2.3mである。自転車利用者1台あた
りの占有幅が1.0m程度であることを考えると、2.3mの幅員で
はすれ違うのが困難である。

③日影や休憩施設、トイレ等がほとんどない
橋梁下など限られた場所にのみ日陰があり、夏や晴天時は自

転車通行上に適さない可能性がある。トイレや自販機も多くな
い。

最も狭い幅員約2.3m
（野⽥市東⾦野井付近）

占有幅
1.0m

道幅が狭い⼊り⼝道幅が狭くなるポイント

東武野⽥線江⼾川橋梁下…⽇影有 ⽇影ができる植物や⼩屋等はない

⾞道とサイクリング
ロードが交わっている
が、事前に案内がなく
⾮常に危険

江⼾川河川敷運動広場付近（googleストリートビューより）

野⽥市のサイクリングロード利⽤状況

相当なスピードで走り去っていくサイクリストと散歩利用を
されている市民が幅員の狭いサイクリングロードで共存するこ
とになる。そのため、市民は安全に散歩することができない。
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3. 野⽥市のサイクリングロード
     利⽤実態や意識
野田市のサイクリングロードの利用状況や意識を把握するた

め、2022年度に以下の3種類のアンケート調査を実施した。
ここでは、それらの結果を概観する。

対象者 関宿城博物館
訪問者

清⽔公園
利⽤者

野⽥市⺠

サンプル数 53名 104名 500名

調査⽇ 2022/12/17、
2023/2/12

2022/12/18・19、
2023/2/12

2023/2/3〜8

調査⽅法 関宿城で対⾯ア
ンケート調査

清⽔公園で対⾯
アンケート調査

Webアンケート

回答者層 性別：
男性92.5%
⼥性：7.5%
年代：
40代26.4%
50代30.2%
居住地
野⽥市外94.3%

性別：
男性56.5%
⼥性38.7%
年代：
30代24.2%
40代19.4%
居住地：
野⽥市外58.1%

性別：
男性62.8%
⼥性36.8％
年齢：
40代24%
50代26.4 %
居住地：
川間20.6%
南部26.8％
関宿地区13％

▼調査概要
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3.1 関宿城博物館訪問者の意識

関宿城博物館訪問者のアンケート調査によると、野田市内の
立ち寄りについては、関宿城博物館以外にはほとんどの人が訪
れていない。しかし、関宿城をスタートとして、食、景色、歴
史に関するサイクリングに対する関心は高く、また、河川敷で
やってみたいこととしては、食に関することと水上アクティビ
ティの需要が高い。現状はサイクリングロードから街中への広
がりを確認できないが、仕掛けを作れば需要を生み出すことが
できると考えられる。
なお、休憩所やトイレを必要とする声が多く、改善が望まれ

る。

59.0%
17.9%

12.8%
10.3%

2.6%
2.6%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

35.9%

0% 20% 40% 60% 80%

関宿城博物館
喜⼋堂

関宿滑空場
NODIZE

ポルダーベーグル
キッコーマンもの知り醤油館

鈴⽊貫太郎記念館
いちいのホール（関根名⼈記念館）

⼭崎⾙塚
岩名古墳
知久牧場
野⽥幸⼿園
ポトス

ドルチェフリーチェエ
いずれも⾃転⾞で訪れたことがない

52.8%
38.9%

33.3%
19.4%

13.9%
8.3%

5.6%
5.6%
5.6%

2.8%
0.0%
0.0%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

休憩所
トイレ
⾃販機
空気⼊れ

CRへ⾏くための横断歩道
路⾯標⽰
案内板
街灯

カーブミラー
救急セット
道路標識

減速⽤の凸凹
その他

58%
35%

30%
23%

10%
10%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

美味しい⾷事を楽しむ
四季折々の景⾊を巡る
歴史的な建造物を巡る

寺社仏閣で御朱印を集める
関宿藩に関連する施設を巡る

いずれも興味がない
関宿ゆかりの⼈の場所を巡る

43.2%
27.0%

24.3%
13.5%

10.8%
8.1%

5.4%
5.4%
5.4%
5.4%
5.4%

2.7%
2.7%
2.7%

0.0%
29.7%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

川辺で飲⾷
バーベキュー

⽔上アクティビティ（カヌー等）
キャンプなど川辺で宿泊

天体観測
スカイスポーツ（熱気球・モーターパ…

川辺でスポーツ
タープ・ハンモック

将棋など野⽥にゆかりのある⽂化体験
⾃然ガイドツアーに参加
特殊な⾃転⾞の乗⾞体験
地元⾷材を使った料理教室

⽔遊び
ラジオ体操・ヨガ
シアターナイト

特になし
その他

スカイスポーツ（熱気球・モーターパラグライダー等 

▲⾃転⾞で訪れたことがある施設や場所

▲江⼾川サイクリングロードや河川敷でやってみたいこと

▲関宿城から⾃転⾞に乗ってやってみたいサイクリングの種類

▲江⼾川サイクリングロードに欲しいもの
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清水公園訪問者のアンケート調査によると、清水公園からサ
イクリングロードへはアクセスしやすいが、サイクリングロー
ドの認知度は半数程度であった。清水公園訪問の際にサイクリ
ングロードを使ってみたい人も25％程度に留まった。

知っている
31.1%

知らない
56.3%

訪れたことがある
12.6%

とても思う
9.9%

やや思う
13.6%

どちらともいえない
29.6%

あまり思わない
29.6%

全く思わない
17.3%

28.6%

25.7%

22.9%

14.3%

8.6%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

11.4%

0% 20% 40%

興味ない・魅⼒がわからない
わざわざ使う必要性がない
清⽔公園からの距離が遠い
⾃転⾞を持っていない

清⽔公園をゆっくり楽しみたい
体⼒に⾃信がない
⾃転⾞に乗れない

サイクリングロードの距離が⻑い
時間がない
その他

30分以下
9.6%

30分〜1時間
55.8%

1〜2時間
26.9%

2〜3時間
7.7%

思う
11.0%

やや思う
13.7%

どちらともいえない
21.9%やや思わない

9.6%

思わない
43.8%

3.2 清⽔公園訪問者の意識

▲清⽔公園の近くに江⼾川サイクリングロードがあることを知っているか

▲清⽔公園訪問の際に、江⼾川サイクリングロードを使いたいか

▲清⽔公園訪問後、何分程度のサイクリングを⾏いたいか

▲清⽔公園訪問時にサイクリングロードを使いたくない理由

▲清⽔公園から関宿城博物館まで⾃転⾞で訪れたいか
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3.3 野⽥市⺠の意識

野田市民の意識を見ると、江戸川サイクリングロードや河川
敷の利用経験はそれぞれ5割弱と6割強であり、一定数がすで
に利用していることが伺えた。利用経験率は、自宅からサイク
リングロードまでの距離と関係性があり、近いほど高い。

31.5%

29.9%

24.5%
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▲江⼾川サイクリングロードの認知度/利⽤率と⾃宅からの時間距離の関係

▲江⼾川河川敷の認知度/利⽤率と⾃宅からの時間距離の関係
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4. 将来像案

野⽥市のサイクリングロード将来像案

左記の将来ビジョンを踏まえて、サイクリングロードを活用
した地域振興やスポーツ振興を目指すには、野田市としてサイ
クリングロードをどのようなものにしていきたいのかという将
来像を持っておくことが重要である。
具体的には、「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロー

ド」を将来像として設定した。サイクリストだけでなく、市民
の散歩や運動、ジョギング、ポタリングなど多様な目的を持っ
た人たちが集い、憩い、賑わうようなサイクリングロードの姿
であり、より具体的に「憩い」「賑わい」「自然」「安全」と
いう4つの特徴を持ったサイクリングロードになることが理想
的な将来像であると考えられる。

憩いの場としての
サイクリングロード

• 住⺠が散歩や、移動⼿段とし
て利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

賑わいのある
サイクリングロード

• 公園の代わりに使える
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

⾃然を感じられる
サイクリングロード

• 四季折々の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、

⾵を感じながら気持ちよく⾛
ることができる

安全に楽しめる
サイクリングロード

• ⼦供からお年寄りまで安⼼し
て利⽤できる

いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード

サイクリングロードを通した野⽥市の将来像案

サイクリングロード単体で考えるのではなく、野田市という
スケールの中でサイクリングロードを位置づけて考える必要が
ある。つまり、野田市全体はサイクリングロードを活かしてど
のような街になることを目指すのか、という大きなビジョンで
ある。本来、こういった将来像は、行政や専門家が単独で作成
するものではなく、自転車やスポーツ、観光等に関わる組織や
地域住民等、多数の関係者の意見を聴取しながら取りまとめる
ものであるが、本提言書は立教大学観光学部西川研究室での議
論をベースとしており、将来像案として提示するものである。
野田市としての将来イメージとして次の3点を設定するのが

望ましいと考える。

街の将来イメージ①
サイクリングロードと市街地がシームレスに繋がり、⾃転⾞等
での安全・快適な移動が容易になっている

街の将来イメージ②
まち全体として⾃転⾞に理解のある雰囲気が醸成されている

街の将来イメージ③
河川敷やサイクリングロードが創造的に活⽤され、野⽥市のシ
ンボル的存在になっている

⾃転⾞に優しいまち 野⽥

15



5. 将来像実現に向けたアクション

1. ⾛りやすい環境を作る

2. 使いたくなる仕組みを作る

5. 地域主体で取り組む

3. サイクリングの街というイメージを作る

4. サイクリングの魅⼒を伝える

い
つ
で
も
誰
に
で
も
開
か
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
｜
ド

⾃
転
⾞
に
優
し
い
ま
ち

野
⽥

前述した野田市の自転車を活用した将来像とサイクリング
ロードの将来像を実現するために必要な戦略を5つに分けて提
示する。
戦略1「走りやすい環境を作る」は、主にサイクリングロー

ドのハード面の整備である。案内サインやトイレ施設等のハー
ド面を改善することで、走りやすい環境の構築を目指す。戦略
2「走りたくなる仕組みを作る」は、サイクリングロードや河
川敷の創造的な利用により、サイクリストや市民などが色々な
目的でサイクリングロードを訪れたくなるような仕組みづくり
を指す。戦略3「サイクリングイメージを作る」は、イベント
等を活用して野田の自転車の街としてのイメージを作るもので
ある。戦略4「サイクリングの魅力を伝える」は来訪前の効率
的な情報発信や来訪者に向けた情報提供を含むものである。戦
略5「地域主体で取り組む」は、本計画の推進に向けた体制構
築について記すものである。

将来像 戦略
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5.1 戦略1 ⾛りやすい環境を作る

1. 案内サインの充実

サイクリングロードに必要な案内サインはいくつかのタイプ
に分けることができる。現状のサイクリングロードにはサイン
が十分ではないため、整備をすることが望ましい。また、むや
みに多言語化する必要はないが、最低限、英語と日本語が表記
されていると良いだろう。またこうした案内サインや路上サイ
ンは老朽化していく。また、情報も古くなっていく。そのため、
サイン整備だけでなく、定期的なメンテナンスやアップデート
ができるような仕組みをとっておくことが必要であろう。

タイプ 概要

⽅向誘導 サイクリングロードやサイクリングルートを案内す
るサイン、サイクリングロードの全体像を⽰すマッ
プ

安全標識 道路幅員の変化や信号機、スピード減速を促すサイ
ン

観光案内 サイクリングロード周辺の⾒どころや施設へと誘導
するサイン（⽅向や所要時間など）

サイクリング
ロードへの誘導

まちなかからサイクリングロードへと誘導するため
のサイン

災害時の誘導サ
イン

地震や川の氾濫などの緊急時に避難場所へと誘導す
るためのサイン

▼必要だと思われる案内サインの例

▲印旛沼のサイクリングコースを紹介する案内サイン

▲佐倉のサイクリングコースを紹介する案内サイン

▲霞ヶ浦のサイクリングルートサイン
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2. トイレや休憩施設の充実

現在の野田市のサイクリングロードには日陰が少なく、休憩
を取ることが難しい。適宜、休憩スポットを作るか、市内で適
した場所への誘導ができるようにしたい。近年、野田市サイク
リングロード付近には「NODIZE」という自転車利用者の拠点
施設がオープンした。このように、民間事業者と連携して休
憩・トイレ施設を増やしていくことも重要な視点であろう。
自転車による地域活性化事例として有名な土浦市では、霞ヶ

浦湖畔に立地する拠点（「りんりんポート土浦」）に休憩所・
トイレ・シャワーブース・自販機・情報案内等の機能がある。
このように中心性を持つ施設が整備されると、そこをスター
ト・ゴールとしたサイクリング客の利用が見込める。また、土
浦駅地下/1階にもレンタサイクルやシャワースペースが設置さ
れている。
シャワーはサイクリングを終えた客にとって重要であろう。

野田市の場合、市内のスーパー銭湯等との連携も考えられるだ
るうか。

▲江⼾川サイクリングロード沿いに⼀時的に設置されていた施設

▲霞ヶ浦のサイクリング拠点「りんりんポート⼟浦」 ▲江⼾川サイクリングロードに隣接して位置する拠点「NODIZE」
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3. 駐輪スペース・スタンドや⾃転⾞メンテナンス施設
等の整備

野田市内の事業者にも徐々に駐輪スタンドが整備されるよう
になっているが、さらにスタンドを整備することが望ましいだ
ろう。様々な素材で各事業者が整備する方法もあるが、尾道市
のようにそれ自体をデザイン性の高いものにし、街の景観を作
ることも考えられる（右写真、木材で作ってあり、事業者名が
彫られている）。
自転車利用が盛んなロンドンでは、街中に自転車のメンテナ

ンス道具が利用できるスタンドが設置されている（下写真）。
日本ではあまり見かけないものだが、このような施設の整備も
検討の価値があるだろう。
そのほか、自転車を組み立てるためのスペース（右下写真 

土浦駅構内）なども用意されると自転車利用者にとって使い勝
手が良いだろう。

▲ロンドンのまちなかにある⾃転⾞メンテナンス施設

▲尾道市内の商店街に設置された⾃転⾞スタンド

▲⼟浦駅構内に設置されている⾃転⾞組み⽴てスペース
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4. レンタサイクルやシェアサイクルの検討

2024年1月現在、野田市内には、自転車を借りることがで
きるサービスがない。今後、自転車の街としてのイメージ形成
や地域活性化を目指すのであれば、市内で自転車を借りられる
サービスを展開することは必要な条件である。
自転車貸し出しサービスは大きく分けて、レンタサイクルと

シェアサイクルに分けられる。いずれも一時的に自転車を貸し
出すサービスだが、その考え方は異なる。レンタサイクルは、
1台の自転車を数時間単位で貸し出すもので、一般的に貸し出
す拠点と返却する拠点は同じ場所であることが多い。シェアサ
イクルは、数十分単位から借りることができ、貸し出しと返却
が必ずしも同じではない。オンライン上で出発・返却を行う
ポートを予約する仕組みである。いずれの方法もメリット・デ
メリットがあるため、地域の実態に合わせてより良い方法を検
討することが望ましい。

野田市民アンケートによると、自分自身が所有している自転
車を使ってサイクリングロードを走りたいというニーズが7割
弱であったが、見方を変えると3割はレンタサイクルやシェア
サイクルに関心があることが伺える。この場合、自分が所有し
ている自転車とは異なるタイプの自転車を使うことができるこ
とにレンタサイクルやシェアサイクルの優位性を見出すことが
できるのではないか。近年では、高級な自転車を貸し出したり、
タンデム自転車のような特殊な特徴を持った自転車、e-bikeと
呼ばれる自転車を貸し出している地域もある。このように、自
己では所有できないような自転車をシェアサイクルやレンタサ
イクルで貸し出すことができれば、採算性も一定程度は保たれ
るのではないか。
そのほか、自転車に企業広告を集め、それによって事業費を

支出する方法もあるだろう。

レンタサイクル シェアサイクル

料⾦体系 1⽇や半⽇あたりが⼀般的 15分単位など短い時間から
利⽤可能

貸出・返
却 同⼀場所 異なる場所（ポート）に返

却も可能

貸出⽅
法・利⽤
時間

対⾯受付。営業時間内のみ
可能。

オンライン上。24時間の利
⽤が可能

決済⽅法 現⾦が⼀般的 主にクレジットカード

導⼊ハー
ドル

⾃転⾞と有⼈窓⼝があれば
良い。

多くのポートを確保する必
要がある。⾃転⾞台数も多
い⽅が良い。

ランニン
グコスト ⾃転⾞維持費・⼈件費 アプリ費・⾃転⾞維持費・

ポート間の⾃転⾞移設費

▼レンタサイクルとシェアサイクルの⽐較
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5.2 戦略2 使いたくなる仕組みを作る

1. 河川敷やサイクリングロードの創造的な利⽤

江戸川サイクリングロードは単調な直線道路であり、距離を
走りたいサイクリストにとっては走りやすいロードであるが、
様々な客層がサイクリングロードを使ってみたいと思えるよう
にするためには、サイクリングロードや河川敷の楽しみ方を、
より創造的にしていく必要がある。様々な方法が検討できるが、
事業性や実現性を検証しながら進めていくことが望ましく、社
会実験を活用して、最終的には恒常的な仕組みへと繋げていき
たい。
ここでは、幾つかの案を提示してみたい。

●施設・イベント
マルシェを開く/⽔辺ダイナー/空きスペースでカフェ/B級グルメ⼤会/ドッ
グランとして公開/野⽥産の美味しいものを河川敷で⾷べる（マルシェ）/
夏場、野⽥らしい⾷べ物…（ずんだアイスとか？適当）を⾷べたい/ロー
ド沿いの畑で採れた新鮮野菜！⾷べたい！/各⾃⾃転⾞でまわったところ
をマッピング/忍者体験/将棋体験/酪農/流しそば/ごみ拾い（⾃治会ごとに
対決？ごみ拾いの後皆でご飯⾷べに⾏こう)/ゆるキャラ

●運動
キャッチボール/凧揚げ/芝⽣の滑り台/⼤縄跳び/ケンケンパ/快適にスポー
ツ観戦/スポーツ(⼦供が球技をする/スポーツ教室)/ダンス/⻤ごっこ/⽸蹴り
/地区対抗運動会/短距離⾛/ボール遊びしてもいいよ/⼩児スポーツ観戦ツ
アー/市⺠駅伝/沼地にダイブ！！/パラグライダー/坂下り

●川
カヌー/サップ/⽔切り/⾈×⾃転⾞/釣り/

●⾃転⾞
ナイトサイクリング/おもしろ⾃転⾞(特殊⾃転⾞の乗⾞)/競輪(プロドライ
バー鑑賞)/⾃転⾞発電/セグウェイエリア/普段乗れない乗り物に乗ってみよ
う/⾃転⾞教室/サイクリング⼤会/ヘンテコ⾃転⾞コンテスト/野⽥市の解説
を聞きながらサイクリング /

●ステイor河川敷
ひなたぼっこする/ピクニック/キャンプ/たき⽕/レジャーシートを広げてひ
たすらのんびりする/読書/城本クリニックごっこ/四葉探し/勉強/ゆるキャ
ラ⼤会/⾶⾏機⾶ばす⼤会/紙⾶⾏機⼤会 /花⾒/植林（花を植えて景観をよ
くしようの会）/バーベキューする/⻘空図書館/バードウォッチング/お昼寝
する/ラジオ体操/⻘空保育/⽔辺ランチ/楽器を演奏する(・⾳楽発表会)/チェ
アリング/芝⽣シアター/怪談話/ナイトツアー(夜に利⽤する（具体的にした
い)/シャボン⽟/写真撮影(フォトコンテスト)/ヨガ/太極拳/茶道体験/⾜つぼ/
河川敷のライトアップ

●⾒る
スターウォッチング/景⾊を楽しむ/野草観察/富⼠⾒/航空機ウォッチング/
朝⽇を⾒る/⼣⽇納め

●ロード上
チョークアート/サイクリングロードからの眺めのプロモーション動画作
成/メロディーロード

●その他
宝探し/動物とふれあう/絵描く /アート鑑賞(野外美術館)/愉しいこと/歌を
歌う/スタンプラリー/健康割/野⽥⼀周

https://keyboar.hatenablog.com/entry/20091110/1257843908

▲江⼾川サイクリングロードの創造的利⽤の案▲江⼾川サイクリングロードの創造的利⽤イメージ
21

https://keyboar.hatenablog.com/entry/20091110/1257843908


関宿ルート

関宿藩にまつわるスポット

飲食店

①関宿城博物館
1995年11月開館。「河川
とそれにかかわる産業」
をテーマに、河川改修や
水運、流域の生活や産業
など河川の歴史を紹介し
ています。関宿城や関宿
藩に関する資料も展示し
ています。

江戸時代、江戸川と権現
堂川の分流点に関所を設
け通行人や船荷改めが行
われました。1631年に
関所の管理が関宿藩に委
ねられ、幕末まで関宿藩
士が派遣され在番し、江
戸の治安を担うと共に、
川関所として重要な機能
を果たしました。

開創年次1578年という歴
史ある墓苑。その歴史ど
おり、苑内は貴重な日本
特有の整えられた木々と
庭の美しさで心を静めて
くれます。境内左手に子
育て地蔵があり、すべて
の子供たちを守ってくれ
るお地蔵様として遠近の
人々から厚い信仰を集め
ています。関宿藩家老
杉山対軒の墓が有ります。

⾧命庵
関宿城下そばが味わえる
関宿エリアの名店。板そ
ばや天丼、うな丼など
様々なメニューが楽しめ
ます。

②関宿城跡 ③鍵の手十字路
桜町通り×小姓通りが交
差していて、敵が直線的
に攻め込めないように、
道をずらして鍵の手状に
作られています。当時の
工夫が今もなお残されて
います。

④大手門跡
本物は、幕末に戦費調達の
ために豪族に売却され埼玉
県鷲宮付近に移築されたと
言われています。その後、
栃木県下野市のとんかつ店
に移築されています。現在
は、門の跡形もなく、案内
看板があるのみ。

⑤香取神社
香取神社は江戸川河川改
修でこの地に移転した。
かつてこの場所には日光
社参関係の諸大名が宿泊
した「関宿本陣」があっ
た。本陣を勤めた「会田
家」の敷地は700坪、間口
10間の⾧屋門を構え、母
家の畳座敷は17を数えた
と言われている。

初代関宿藩主・松平康元が、
その母於大の方のために創
建した寺院。境内の大仏
（地蔵菩薩）は、於大の方
を偲んで康元が建立したも
のです。

829年に創建されました。
もとは水海村（茨城県総
和町）にありましたが、
簗田氏が関宿城を築いた
ときに関宿に移されまし
た。1818年に建てられた
不動堂の周囲の木彫は一
見の価値があります。

関宿城主松平康元が1596
年に創建。その康元の墓
のほか、４代古河公方・
足利晴氏の墓や、関宿落
としなどの治水事業を
行った、関宿藩士の治水
家でもあった船橋隋庵の
墓があります。

日英上人が1409年に創建
した日蓮宗の寺院で、境
内には第二次大戦終戦時
の内閣総理大臣、鈴木貫
太郎の墓
◆関宿城内の建物の一部
が移築
客殿として今も使われて
いる。

真言宗豊山派の寺院。
1405年に開山した「醫
王山」が管理する寺院墓
地。法印永池が開山した
と伝えられます。旧関宿
藩の祈願寺。藩主久世家
の祈願観音堂は猿島坂東
礼所第1番。
◆観音仏…御丈三寸五分
古銅半身座像。芸術品と
しても価値が高い。

約4haの田んぼに咲く約
40万本のひまわりが見頃
を迎えます。期間中は、
ひまわりを自由に持ち帰
り可能です。

関宿城の三の丸に設置さ
れていた門。
明治維新後の廃城に伴い
民間へ払い下げられ、現
在の場所へ1875年に移築
された。
平成12年 野田市『有形
文化財』指定。

関宿城の⿁門の方角から
城内に⿁門除稲荷として
1669年に建立されたと
伝えられます。

街道ラーメン
中華料理、定食屋で、
セットメニューがボリュー
ムたっぷりです。

ドライブイン大野屋
市民にもサイクリストに
も愛される大衆食堂。多
ジャンルなメニューを楽
しめます。

けやき茶屋
関宿城博物館の真下の定食
屋でうどんやカレーなどス
タミナがある食事を楽しめ
ます。

福富飯店
創業40年、昔ながらの中華・
和食定食屋です。
ご家族でゆっくり食事ができ
ます。

⑥関宿関所跡 ⑦光岳寺 ⑧昌福寺 ⑨宗英寺 ⑩実相寺

⑪大龍寺 ⑫福寿院 ⑬ひまわりの里 ⑭関宿城埋門 ⑮⿁門除稲荷

1457年、簗田氏による築
城が始まりとされます。
現在、三の丸・内堀など
が江戸川土手の上からう
かがい知ることができま
す。平成11年に野田市
（旧関宿町）の『史跡』
に指定されました.

目 的

ターゲット
掲載内容

ルート提示を通じてサイクリストに通りすがって野田市に興味を持ってもらう。
→現状、サイクリストが野田市内を巡ることは少なく、またそのような街中を案内するマップはないため。
歴史好き
関宿藩にまつわるスポット、付近の飲食店

:

:
:

2. サイクリングルートの構築

江戸川サイクリングロードだけでなく、まちなかを走行する
ルートを構築する必要がある。一例として、関宿ルートを以下
のように示した。関宿城博物館を発着点として、関宿に関する
歴史資源を巡るコースである。このように、さまざまなルート
を構築して、サイクリングロードからまちなかへと人を誘導し
ていきたい。初心者/中級者/上級者といったターゲット別ルー
トも良い。

▲サイクリングルートの⼀例（関宿周辺） ▲サイクリングルートの⼀例（関宿周辺）
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3. 社会実験による検証

河川敷の利用については、近年規制緩和が進んだことにより、
全国的に様々な取り組みが確認できる。下の写真は新潟市の例
であり、河川敷の利活用の可能性を検証するための社会実験の
様子である。

4. ⺠間事業者を活かすような⾏政⽀援

河川敷やサイクリングロードの有効な活用に向けては、行政
だけではなく民間事業者による創意工夫が欠かせない。河川敷
利用の規制緩和が進んだことから、市は千葉県や国との調整役
となり、民間事業者をうまく活用しながら河川敷・サイクリン
グロードの活用を促進していくよう動くことが望ましい。また、
やる気のある民間事業者を育成・支援する仕組みを構築するこ
とも期待される。
一例として、川崎市は多摩川丸子橋周辺河川敷の新たな利活

用を検討するべく、社会実験を実施した。社会実験の実施にあ
たっては、民間事業者を募集した。さらにこの社会実験を経て、
長期的に事業を実施する企業の募集も行っている。このように、
市が民間事業者の力を借りて川やその周辺の魅力を向上させて
いく必要がある。

（川崎市HPより）

▲新潟市内で⾏われた河川敷活⽤社会実験の様⼦
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5.3 戦略3 サイクリングイメージを作る

1. イベントを通じたサイクリングイメージの形成

一般的に、イベントは一時的な集客効果をもたらすもののそ
の効果は短期的であると言われる。コストや労力は膨大にかか
るのに対して、その効果が継続しないことから、観光まちづく
りの場においては新規イベントの立ち上げなどは慎重な判断が
求められる。その一方で、毎年のように継続的にイベントを実
施することによって、地域イメージの形成に寄与できる可能性
もある。つまり、イベントは短期的視点ではなく、長期的視点
に立って検討されるべきものであるということだ。
野田市では、2023年11月に関宿滑空場を中心として、自転

車・カヌー・スカイスポーツの市内のアウトドアスポーツ３団
体が一堂に会して野田の自然・文化・歴史を体感できるイベン
ト『野田アウトドアスポーツフェスタ 2023』を開催した。河
川敷の新たな利用方法としての可能性を見出すこととなった。
自転車に関しては、自転車を使ったロゲイニング（オリエン

テーリング形式のゲーム）が開催された。 自転車を移動手段
として、地図をもとに時間内に市内の観光ポイントなどの
チェックポイントを回り、得点を集めるものである。チェック
ポイントには点数が割り当てられており、制限時間（3時間）
内により高い合計点のチームが上位となる。サイクリングロー
ドのみならずまちなかにも自転車で訪れる仕組みとなっており、
関宿滑空場から離れたチェックポイントにも足を伸ばす参加者
が多数見られた。このようなゲーム感覚の方法によって、サイ
クリングロードからまちなかまでの人の流れの誘導ができる可
能性が示唆された。
繰り返しになるが、イベントは一時的な集客に効果的である

が、効果を持続させることは難しい。イベント開催後、その成
果をどのように普段の観光まちづくりに繋げていくのかを関係
者間で共有することが必要であろう。さらに、来訪者の満足度
を把握するなどして、次の開催時に質を高めるようにしたい。 ▲野⽥アウトドアスポーツフェスタ2023ポスター
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2. ⾃転⾞/サイクリストを受け⼊れる街としての
イメージの形成

市全体として、自転車の街であるというイメージ作りに努め
ることが重要である。イメージ作りと聞くと、一種のブラン
ディング戦略とも言えるが、ブランディングはそのクオリティ
が担保されてこそ機能する。「サイクリングのまち」を目指す
のであれば、それに相応しいまちには何が必要か、という視点
でまち全体を分析し、様々な工夫を街の中に挿入していきたい。
右の写真は、土浦市内の様子である。駅構内に「ようこそサ

イクリングのまち土浦へ」と掲げられており、来訪者がここに
降り立つだけで自転車の街に来た高揚感を得ることができる。
地域住民も、普段の通勤・通学時から土浦市のアイデンティ
ティとして自転車を意識することができる。また、自転車で駅
ビルの店舗まで入ることができるなど、サイクリスト・フレン
ドリーな街になっている。あるいは、特産品や土産物に展開さ
せていくことも考えられる。ブランドロゴや色、フォントなど
を市内で統一したものとして、それをベースに様々な整備に取
り組みたい。

このように、自転車というアイコンをうまく用いて野田の新
たな地域イメージを市民・来訪者に伝えていくことが大事であ
ろう。

▲⽴教⼤学観光学部⻄川研究室にて検討したブランドロゴ

⾃転⾞の街としてのイメージが伝わる⼟浦駅の様⼦
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5.4 戦略4 サイクリングの魅⼒を伝える

1. ターゲットに合わせた適切な情報発信

近年、InstagramやFacebook、YouTubeのようなSNSに
よる情報発信が主流になってきているが、重要なのは、何を
（どのような情報を）誰向けに（ターゲット）伝えるためには、
どのような（媒体）方法が適しているのか、という思考の順序
を追うことである。言うまでもなく、情報発信の前提には、伝
えたい情報が存在する。その情報は一様ではなく、ターゲット
によっても変わりうるだろうし、媒体によって向き・不向きも
ある。闇雲に情報発信に力をいれると、無駄な労力と無駄なコ
ストがかかることも懸念されるため、一定の方針を定めた上で、
効果的な情報発信に努めることが望ましい。

SNSは「バズる」という言葉があるように、確かにある日突
然大きな影響力を持ち、集客につながるかもしれないという期
待を抱かせるものである。しかし、それは外的な要因に左右さ
れるものであり、ある意味では、運任せの要素も大きい。また、
突然人が集中することによって地域住民の生活に悪影響が生じ
た事例も少なくない。SNSを使うことのメリットは理解しつつ
も、着実なマーケティングをしていきたい。SNSと一言で言っ
ても、それぞれに特徴や得手・不得手があることも理解してお
く必要がある。SNSはフローの情報発信に向いているが、ス
トック型ではない。そのため、サイクリングロードや自転車に
関する情報を一元的に整理したHPを作ることも一考の余地が
あると考えられる。SNSやHPなどのWeb媒体は、誰が情報発
信を行うのか、という主体の検討も重要である。行政中心に情
報発信をすると、情報の信頼性は高まるが、公平性の観点から
民間事業者の発信はしにくいというデメリットがある。フロー
型のSNSでは、情報更新の継続性も求められる。アカウントを
開設したものの、その後投稿が殆どなされていないというSNS
アカウントも少なくなく、こうした状態は却って地域のイメー
ジをマイナスにさせてしまう恐れもある。
SNSなどによる情報発信は手軽で着手しやすいという特徴が

あるが、それだからこそ留意すべき点も多い。

一方、雑誌等の媒体による情報発信も時代遅れというわけで
はない。自転車愛好家向けの雑誌なども情報発信ツールとして
検討できるだろう。
以上の媒体は主に野田市外からの来訪者向けだが、地域住民

向けに情報発信をすることも忘れてはならない。市報などを用
いてサイクリングロードや自転車活用の意義を伝えていくこと
が重要であろう。

▲⽴教⼤学観光学部⻄川研究室で運⽤してきたSNS

▲⽴教⼤学観光学部⻄川研究室で運⽤してきたホームページ
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2. 野⽥市内での情報提供

現在、サイクリングに関するマップとして「利根川・江戸川
サイクリングロードマップ」があるが、東京都・千葉県・埼玉
県・茨城県に広がる広域的あロードマップであり、少々利便性
には欠ける。野田市が毎年発行している観光ガイドブックには、
自転車やサイクリングロードに関する情報が少ない。
そのため、野田市のサイクリングマップの制作を推奨する。サ
イクリングロードの情報だけでなく、サイクリングルートや周
辺の店舗、走行上の注意などの情報をまとめたものであること
が望ましい。また、自転車に乗りながら使うことが想定される
ので、コンパクトサイズのものが良いだろう。
土浦市で配布されているサイクリングマップは、多様なコー

スや見どころの紹介に加えて通行上危険な箇所が表示されてい
る。

▲既存のサイクリングロードマップ

▲野⽥市の魅⼒を伝えるリーフレット（⽴教⼤学観光学部⻄川研究室作成）
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野田市ってこんなところ！

チーバくんの“鼻の先”に位置。
東は利根川、西は江戸川、南は利根運河と、
三方を河川に囲まれています。
特産品は、醤油、乳製品、枝豆。

清水公園周辺は、地区区分では中央地区にあたります。
水やみどりに囲まれた自然豊かな環境に
歴史的資源、アクティビティ施設が点在しています。

清水公園エリア

サイクリングは〇〇に最適！

健康に最適

観光に最適

身体活動の増加に繋がり、健康の維持・増進・改善効果・
生活習慣病予防が期待されます。徒歩と比べて身体活動
強度を自分のペースで上げやすいのが特徴です。

地球に優しい移動手段です。自動車や電車に比べて、CO2
を全く排出しない自転車や徒歩などでの移動は究極の「エ
コ」といえます。

気になった場所ですぐに停車することができます。自動車
では入れない細い道にも入ることができて、徒歩で散策す
るよりも広範囲を回ることができるのが魅力です。

１

２

３

編集後記

とは？
野田市PR推進室の事業として、立教大学観光学部西川研究室が

江戸川沿いのサイクリングロードを中心に観光まちづくり・観

光振興を行ってきました。

ゼミ生が実際に自転車に乗って市内やサイクリングロードを走

行し、そこでの気づきや発見をもとに提案内容を考えました。

また、野田市民・観光で訪れた方々に対するアンケートの実施

や野田市で観光まちづくりに関わっている方との交流を通して

、野田市への理解を深め、現状を把握しました。

そこで出た要望の実現や課題解決などを目指して活動し、その

集大成としてこのリーフレットを作成しました。

地球に最適
清水公園エリア

野田市の楽しみ方

野田といえば、豊かな自然。河川や清水公園といった豊かな自

然を満喫する手助けとなるのが、アクティビティ、食、歴史。

自然の中で、アクティビティ、食、歴史、すべての魅力を体感

した時、野田を満喫したといえるでしょう！

本リーフレットでは、アクティビティ、食、歴史の観点から、

地元に根付いた選りすぐりのスポットを抽出し、

紹介していきます。

野田を120%満喫するための魅力を、覗いてみてください！

発行：野田市PR推進室　編集：立教大学観光学部西川研究室
野田市

Instagram
Michi na Noda
Instagram

Vol.3

実際に自転車に乗って地域を巡り、市民の方やお店の方々に

お話を聞くことで、地元の人だからこそ知っていた魅力も詰

め込めたと思います。このリーフレット手に、新たな野田市

の魅力を見つけていただけましたら幸いです。

最後に、リーフレット作成に際し、ご協力いただいた皆様に

心より感謝申し上げます。

編集者…宇佐見萌夏　梶房千笑　久保木夏帆　斎藤青葉　佐藤彩乃　
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野田市
HP

のだ！

野田の魅力を

覗 く覗 く

野田市ってこんなところ！

野田市の楽しみ方

チーバくんの“鼻の先”に位置。
東は利根川、西は江戸川、南は利根運河と、
三方を河川に囲まれています。
特産品は、醤油、乳製品、枝豆。

ここでいう関宿エリアとは、旧関宿町の範囲です。
本リーフレットでは、関宿エリアの南側に注目します。
のどかな風景の中で、ゆったりとした時間を過ごせます。

野田といえば、豊かな自然。河川や清水公園といった豊かな自

然を満喫する手助けとなるのが、アクティビティ、食、歴史。

自然の中で、アクティビティ、食、歴史、すべての魅力を体感

した時、野田を満喫したといえるでしょう！

本リーフレットでは、アクティビティ、食、歴史の観点から、

地元に根付いた選りすぐりのスポットを抽出し、

紹介していきます。

野田を120%満喫するための魅力を、覗いてみてください！

サイクリングは〇〇に最適！

健康に最適

地球に最適

観光に最適

身体活動の増加に繋がり、健康の維持・増進・改善効果・
生活習慣病予防が期待されます。徒歩と比べて身体活動
強度を自分のペースで上げやすいのが特徴です。

地球に優しい移動手段です。自動車や電車に比べて、CO2
を全く排出しない自転車や徒歩などでの移動は究極の「エ
コ」といえます。

気になった場所ですぐに停車することができます。自動車
では入れない細い道にも入ることができて、徒歩で散策す
るよりも広範囲を回ることができるのが魅力です。
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江戸川沿いのサイクリングロードを中心に観光まちづくり・観

光振興を行ってきました。

ゼミ生が実際に自転車に乗って市内やサイクリングロードを走

行し、そこでの気づきや発見をもとに提案内容を考えました。

また、野田市民・観光で訪れた方々に対するアンケートの実施

や、野田市で観光まちづくりに関わっている方との交流を通し

て野田市への理解を深め、現状を把握しました。

そこで出た要望の実現や課題解決などを目指して活動し、その

集大成としてこのリーフレットを作成しました。
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実際に自転車に乗って地域を巡り、市民の方やお店の方々に

お話を聞くことで、地元の人だからこそ知っていた魅力も詰

め込めたと思います。このリーフレット手に、新たな野田市

の魅力を見つけていただけましたら幸いです。

最後に、リーフレット作成に際し、ご協力いただいた皆様に

心より感謝申し上げます。
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5.5 戦略5 地域主体で取り組む

1. 観光まちづくりを担う⺠間組織の確⽴

観光振興は本来、民間事業者や市民がベースとなって取り組
まれることが望ましい。それは、産業的な側面やまちづくりの
側面が観光まちづくりには多く、スピード感を持った動きが期
待されるからである。観光まちづくりを担う民間組織は、プロ
モーション活動やイベント企画・実施だけでなく、マーケティ
ング戦略や各種調査、民間事業者との調整など、幅広い業務を
担うことが期待される。近年、観光庁はDMO（Destination 
Management/Marketing Organization）の育成に取り組ん
でいるが、その機能を参照することも有益であろう。
さらに、サイクリングロードや自転車を活用した観光まちづ

くりに取り組む専門部署を置く必要がある。すでに市内には野
田市サイクリング協会が存在し、様々なイベントに取り組んで
いるため、その組織の力を借りることも良いだろう。しかし、
サイクリストのみならず市民や気軽にサイクリングを楽しむ層
など、幅広いターゲットに向けた自転車やサイクリングロード
の活用を目指すのであれば、新たに組織を立ち上げて関心のあ
る市民や民間事業者の協力を得る方法も有効であると考えられ
る。

2. ⾏政に期待される役割

行政には、民間事業者や市民が取り組もうとしていることを
サポートする役割が期待される。法規制や財政的な制約を受け
つつも、どうすれば実現できるかという伴奏支援の視点で民間
事業者や市民に接する必要がある。また、河川敷やサイクリン
グロードの創造的な活用について、その必要性や意義について、
市民や民間事業者にPRしていくことも必要であろう。

3. 成果指標の確⽴とPDCAサイクルによるエリアマネジ
メント

取り組みには将来に向けた計画とそれを推進していくプロセ
ス、そして評価して改善していくプロセスが必要である。評価
と改善にあたっては、 KPI（Key Performance Indicator）
と呼ばれる、何を以って良いと判断するか、という基準を持つ
必要がある。目標とする将来像の達成度を測る指標（KGI, Key  
Goal Indicator）とKPIの関係性を誤ることなく、適切なKPI
を設定したい。
観光振興と聞くと、KPIとして来訪者数を設定することが一

般的である。しかし、KPIはそれ以外にも来訪者満足度や消費
額など多様に設定することができる。重要なのは、自転車やサ
イクリングロードを活用することによって、何を達成したいの
かを見極めることである。
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提⾔全体図

1. ⾛りやすい環境を作る

2. 使いたくなる仕組みを作る

5. 地域主体で取り組む

3. サイクリングの街というイメージを作る

4. サイクリングの魅⼒を伝える
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将来像 戦略
1. 案内サインの充実
2. トイレや休憩施設の充実
3.  駐輪スペース・スタンドや⾃転⾞メンテナンス施設等の整備
4. レンタサイクルやシェアサイクルの検討

1. 河川敷やサイクリングロードの創造的な利⽤の検討
2. サイクリングルートの構築
3. 社会実験による検証
4. ⺠間事業者を活かすような⾏政⽀援

1. イベントを通じたサイクリングイメージの形成
2. ⾃転⾞/サイクリストを受け⼊れる街としてのイメージの形成

1. ターゲットに合わせた適切な情報発信
2. 野⽥市内での情報提供

1. 観光まちづくりを担う⺠間組織の確⽴
2. ⾏政の役割
3. 成果指標の確⽴とPDCAサイクルによるエリアマネジメント

主なアクション
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6. 将来像実現に向けた考え⽅

理想とするサイクリングロード
いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード

現在のサイクリングロード

理想を掲げることで初めて課題が⾒える
ギャップ＝課題

STEP1 
地域分析（資源・政策・事業者等）

STEP2
資源を活かした地域体験・観光体験の構想

STEP3
計画案の作成と地域内での共有

STEP4
社会実験等による試⾏と改善

事業化の可能性検証

• プロセスの「⾒える化」
• 体制構築（関係者・事業

者との組織づくり）

• KPI（ key Performance 
Indicator）の設定

• PDCAサイクルの確⽴

1. 将来像を定めることで明らかになる「課題」

将来像と現状の実態との間の差異が「課題」と呼ばれるもの
であり、その課題を特定して課題を解決するための方法を検討
することが求められる。課題は常に将来像と共に議論されるべ
きである。例えば、現在のサイクリングロードはサイクリスト
中心で市民が利用しにくい状態にあることを述べた。これに対
して、サイクリストのためのサイクリングロードにしていくこ
とが将来像であれば、現在の状況は何ら問題が生じていないと
言える。しかし、サイクリングロードを誰にでも開かれたもの
にすべきという将来像を定めた場合、現在の状況は課題として
捉えられることとなり、サイクリストと市民が共存できるサイ
クリングロードのあり方やそれを実現するための手法を検討し
なければならない、ということになる。

課題解決⽅法検討の考え⽅

課題解決に向けた方法を検討する際に用いられる手法が社会
実験である。これは本格的な事業の前段階として、事業性や実
現可能性を検証する目的で実施される。一時的な集客を目的と
するイベントとは異なり、社会実験にはそれを通して検証した
い事項がある。また、社会実験は必要に応じて複数回実施され
ることもあり、徐々に事業の方向性を見極めていくこととなる。
社会実験を経て事業化や本格稼働がなされた後も、定期的に事
業評価を行い、改善策を検討することが求められる（PDCAサ
イクル）。
事業評価にあたっては、何を以って事業が成功したとみなす

かを判断する基準が必要である。この基準のことをKPI（Key 
Performance Indicator）と呼び、適切な指標を設定してお
く。

STEP5
本格的な稼働、魅⼒の維持向上
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付録 野⽥市のサイクリングロードの現状と課題

2021年11⽉の調査結果をまとめる。
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